
医薬品一覧作成システム 使用マニュアル 
  

  

【はじめに】 

新薬の発売、単位等の名称変更、新規採用、採用中止、棚位置変更により、病医院の採用医薬

品は日々、大きく変動しています。それに伴い、薬剤の一覧、検索用の一覧の更新が必要となり

ます。 

このソフトウェアは、医療機関や調剤薬局で採用されている医薬品を管理するためのものです。 

常に最新の医薬品一覧をお手元に置くことが可能です。 

医薬品一覧は、簡易医薬品集としてもお使いいただけます。 

雑務を軽減し、時間を有効に活用していただければと思います。 

  

  

【メインメニュー】 

ソフトを起動すると、次の画面が表示されます。 

 

 
  

  

【①薬剤登録】 

｢内服薬登録｣ボタンを押すと、次の画面が表示されます。 

 



 
 

予め弊社入力の薬剤データが登録されています。貴病医院様の採用薬剤に合わせて、新規登録お

よび削除を行ってください。 

  

｢新規登録｣ボタンを押して、薬剤を登録します。 

薬品名の欄に薬品名を入力します。 

薬効を一覧から選択します。薬効は③で登録を行います。 

 

 
 

薬局棚位置、倉庫棚位置を選択します。棚位置は④で登録を行います。必要がない場合、配置が

ない場合は空白のままにしてください。 

登録を削除する場合は、再度、採用される可能性がある場合は、削除欄にチェックを入れて下さ

い。完全に削除する場合は、｢削除｣ボタンを押して削除してください。 

｢←｣｢→｣ボタン、もしくは右のスクロールバーで薬品の表示移動を行うことができます。 

  

｢外用薬登録｣｢注射薬登録｣も同様に登録を行ってください。 

  

  



【②採用薬剤数更新】 

採用薬品数欄に、現在採用されている薬品数が表示されます。 

①で変更を行っても、次回のソフト起動まで薬品数が更新されません。 

リアルタイムに薬品数を更新する場合は、｢更新｣ボタンを押してください。 

  

  

【③マスター登録（薬効）】 

｢内服薬薬効登録｣ボタンを押すと、次の画面が表示されます。 

 

 
 

予め弊社入力の薬効データが登録されています。貴病医院様の採用薬剤に合わせて、新規登録お

よび削除を行ってください。 

  

｢新規登録｣ボタンを押して、薬効を登録します。 

表示順の欄は適当な数字を入力してください。上り順に薬効が表示されます。 

薬効を入力してください。 

薬効を削除する場合は、｢削除｣ボタンを押して削除してください。 

｢←｣｢→｣ボタン、もしくは右のスクロールバーで薬効の表示移動を行うことができます。 

  

｢外用薬薬効登録｣｢注射薬薬効登録｣も同様に登録を行ってください。 

  

  

【④マスター登録（棚位置）】 

｢薬局棚位置設定｣ボタンを押すと、次の画面が表示されます。 

 



 
 

｢登録｣ボタンを押して、棚位置（棚名）を登録します。 

表示順の欄は適当な数字を入力してください。上り順に薬効が表示されます。 

棚位置を入力してください。 

棚位置を削除する場合は、｢削除｣ボタンを押して削除してください。 

｢←｣｢→｣ボタン、もしくは右のスクロールバーで棚位置の表示移動を行うことができます。 

  

｢倉庫棚位置設定｣も同様に登録を行ってください。 

  

  

【⑤一覧印刷（棚位置一覧）】 

｢内服薬棚位置一覧｣ボタンを押すと、次の画面が表示されます。 



 
 

｢薬品名｣｢薬効｣｢薬局棚位置｣｢倉庫棚位置｣が入った一覧が表示されます。 

画面左上のファイルから印刷を選択して、印刷を行ってください。 

 
  

｢外用薬棚位置一覧｣｢注射薬棚位置一覧｣も同様に一覧表示されますので、画面左上のファイルか

ら印刷を選択して、印刷を行ってください。 

  

  

【⑥一覧印刷（薬効別一覧）】 

｢内服薬薬効別一覧｣ボタンを押すと、次の画面が表示されます。 

 



 
 

薬効順に整理された一覧が表示されます。 

画面左上のファイルから印刷を選択して、印刷を行ってください。 

 
  

｢外用薬薬効別一覧｣｢注射薬薬効別一覧｣も同様に一覧表示されますので、画面左上のファイルか

ら印刷を選択して、印刷を行ってください。 

  

  

【⑦終了】 

終了ボタンを押すと、ソフトを終了します。 

  

 


